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SUMMER 2018

Against the Odds
取り扱い始めました

イタリアのウォーゲーム誌
アメリカへ進出

核
戦
争
の
後
は
棍
棒
と
石
で
戦
う
？

　『Stalingrad: Verdun on the Volga』
を仕入れようと問い合わせたところ、一般
販売はまだなので、「AtOを売ったらんかい」
とおすすめされた次第。最新号の『Arctic 
Disaster』 はPQ-17船 団 の 悲 劇 を描 い
た作戦級海戦ゲーム。その前の号『No 
Middle Ground』は中東戦争におけるゴラ
ン高原の戦いがテーマ。

　1916年のオーストリア軍とイタリア軍と
の戦闘をテーマにした
PARA-BELLUM誌 の
付 録 ゲ ー ム『Inferno 
sugli Altipiani』 が
Paper Wars誌でライセ
ンスされました。スペイ
ン内戦におけるイタリア
義勇軍の活躍を描く第3
号も評判が良いので、こ
ちらも続くか!?

　第三次世界大戦による核攻撃後、
混乱したヨーロッパで勃発した第四次
世界大戦をテーマにした戦術級ゲー
ムTiny Battle Publishing『Sticks 
& Stones』新版がようやく入荷です!!
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TYRONE'S WAR
タイ・ボンバは進化中

アメリカ分断後の内戦を描く『アメリカ･フォーリング』
グデリアン、モスクワへ
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台湾侵攻戦は第二次大戦型に!?
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南池袋退屈日記: 『野蛮で気紛れ、なのに繊細な魅力』

デザイナー、ワイフ……使えるのものはなんでも使うよ!
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日
本
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
・
シ
ー
ン
で
タ
イ
・
ボ
ン
バ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
今
か
ら
30
年
前
、『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ズ
・
ア
ー
・
バ
ー
ニ
ン
グ
』（
３
Ｗ
時
代
の
Ｓ
＆

Ｔ
誌
、
88
年
）
が
契
機
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
軍
の
戦
線
を
突
破
し
て
く
る

ソ
連
軍
機
械
化
軍
団
に
対
し
、
ド
イ
ツ
軍
は
機
動
予
備
を
集
め
て
モ
ー
ビ
ル
・
ア
サ
ル
ト

（
移
動
中
に
行
う
特
別
な
攻
撃
。当
時
一
般
的
だ
っ
た
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る「
モ
ー
ビ
ル
」

に
倣
っ
た
）
で
そ
の
衝
撃
力
を
殺
ぎ
、
戦
線
を
安
定
さ
せ
る
。
ゲ
ー
ム
と
し
て
は
ド
イ
ツ

軍
が
強
す
ぎ
た
が
、
作
品
の
中
で
表
現
し
た
い
も
の
が
明
確
で
、
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

楽
し
ま
せ
た
。

　

そ
の
後
、ほ
ぼ
同
じ
シ
ス
テ
ム
で『
ブ
リ
ッ
ツ
ク
リ
ー
ク
41
』（
コ
マ
ン
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
誌
、

89
年
）
を
発
表
。
や
っ
ぱ
り
ド
イ
ツ
軍
が
強
か
っ
た
が
、
モ
ー
ビ
ル
・
ア
サ
ル
ト
を
今
度

は
電
撃
戦
を
表
現
す
る
た
め
に
活
用
し
た
。
装
甲
軍
団
が
縦
横
無
尽
に
走
り
回
り
、
電
撃

戦
に
対
処
で
き
な
い
赤
軍
は
為
す
術
な
く
粉
砕
さ
れ
る
─
─
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
描
き
た
い
バ

ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
像
が
わ
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
で
の
人

気
も
高
く
、
シ
ミ
ュ
レ
イ
タ
ー
誌
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
２
作
に
、
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
タ
イ
・
ボ
ン
バ
の
輪
郭
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
表
現
し
た
い
こ
と
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
ゲ
ー
ム
に
落
と

し
込
ん
で
い
る
こ
と
。
ル
ー
ル
を
読
ん
だ
時
点
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
何
を
さ
せ
た
い
の
か

予
想
が
つ
く
ほ
ど
だ（
実
際
の
プ
レ
イ
が
そ
の
通
り
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
が
）。そ
し
て
、

有
効
に
機
能
し
た
ゲ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
は
資
産
と
し
て
別
の
作
品
で
も
積
極
的
に
活
用
す

る
と
い
う
こ
と
。

　

今
も
精
力
的
に
作
品
を
つ
く
り
続
け
る
タ
イ
・
ボ
ン
バ
だ
が
、
最
近
の
作
品
で
ま
す
ま

す
右
の
２
点
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
ー
マ
、
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
を
リ

ユ
ー
ス
し
た
作
品
ほ
ど
顕
著
で
あ
る
。
ぼ
や
け
て
い
た
焦
点
を
シ
ャ
ー
プ
に
す
る
、
あ
る

い
は
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
ゲ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
作
品
の
質
を
向
上
さ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
じ
よ
う
な
ゲ
ー
ム
ば
か
り
つ
く
り
続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
タ
イ
・
ボ
ン
バ
は

「
進
化
中
」
な
の
だ
。



4BANZAI MAGAZINE: SUMMER 2018

左上: 扇情的なボックス･アートはゲーム内容をよく表している。上: カウンター・シー
ト。裏面は同じ内容が青い地色で印刷されている。右半分の★は移動できない都市
守備隊。ゲームにはもう1枚カウンター・シートが用意されており、そちらには大量の
キノコ雲マーカーが用意されている……けど、自国で核兵器使っちゃうの？　左: マッ
プは2枚。太平洋岸は8つの主要都市だけがゲームに参加する。マップの広さは作戦
的自由度に直結し、シリーズの中で最もやりがいのある内容に仕上がっている。

左: フォーリング・シ
リー ズ の 眷 族2作。
中国もロシアも同じ
システムで内戦を再
現する。
右: 実はこちらも同
じゲーム・システム。
1936年にドイツで内
戦が起きたら？　とい
う仮想設定。下は初
期配置の一例。ナショ
ナリストとコミュニス
トに別れて戦うが、
ロシアとフランスが干
渉してくる。
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二
〇
二
一
年
、
初
の
女
性
大
統
領
は
一
般
教
書

演
説
で
銃
規
制
法
案
の
立
案
を
促
し
た
。

　

こ
れ
に
反
発
し
た
五
百
名
ほ
ど
の
団
体
が
、
同

年
の
三
月
に
テ
キ
サ
ス
州
の
八
つ
の
小
さ
な
村
に

引
っ
越
し
て
住
民
投
票
を
行
い
、
銃
の
所
有
、
携

帯
、
そ
し
て
使
用
の
自
由
が
あ
る
第
二
の
ア
メ
リ

カ
─
─
ア
メ
リ
カ
自
由
領
邦
の
独
立
を
宣
言
し
た

の
だ
。

　

運
動
は
州
内
へ
広
が
り
、
年
末
に
は
テ
キ
サ
ス

州
そ
の
も
の
が
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
住
民
投
票
で
Ｆ
Ｓ
Ａ
を
選
ぶ
州
は
あ
と
を
絶

た
ず
（
略
）
三
年
後
の
二
〇
二
三
年
に
は
カ
ナ
ダ

と
国
境
を
接
す
る
ア
イ
ダ
ホ
、
モ
ン
タ
ナ
、
ミ
ネ

ソ
タ
州
、
そ
し
て
、
三
度
も
住
民
投
票
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
ミ
ズ
ー
リ
州
が
独、

、立
し
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
東
西
に
分
断
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
状

況
を
、
第
二
内
戦
と
呼
ぶ
者
も
い
る
。

（『
第
二
内
戦
』
藤
井
太
洋
）

　
近
未
来
Ｓ
Ｆ
で
お
馴
染
み
の
ア
メ
リ
カ
「
第
二

内
戦
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー
ム
が『
ア
メ
リ
カ・

フ
ォ
ー
リ
ン
グ
（
以
下
、Ａ
Ｆ
）』（
ワ
ン・ス
モ
ー

ル
・
ス
テ
ッ
プ: 

以
下
Ｏ
Ｓ
Ｓ
、
18
年
）
で
あ
る
。

保
守
派
と
進
歩
派
に
分
か
れ
て
内
戦
を
行
い
、
そ

の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
分
離
派
が
混
沌
に
輪
を

か
け
る
。

　

Ａ
Ｆ
は
フ
ォ
ー
リ
ン
グ
・
シ
リ
ー
ズ
最
新
作

で
、
中
国
崩
壊
後
の
内
戦
を
扱
う
『
レ
ッ
ド･

ド

ラ
ゴ
ン
・
フ
ォ
ー
リ
ン
グ
』（
Ｍ
Ｗ
、
15
年
）、
ロ

シ
ア
崩
壊
後
の
内
戦
を
扱
う
『
ロ
シ
ア･

フ
ォ
ー

リ
ン
グ
』（
ペ
ー
パ
ー・ウ
ォ
ー
ズ
誌: 

以
下
Ｐ
Ｗ
、

17
年
）
に
続
く
３
作
目
で
あ
る
。

　
大
国
の
内
戦
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
が
、
ゲ
ー

ム
的
に
は
『
タ
ク
テ
ク
ス
II
』
や
『
ブ
リ
ッ
ツ
ク

リ
ー
ク
』（
い
ず
れ
も
ア
バ
ロ
ン･

ヒ
ル
、
59
年

と
65
年
）
と
い
っ
た
イ
コ
ー
ル
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
大
軍
同
士
の
仮
想
戦
で
あ
る
。

　
例
え
ば
Ａ
Ｆ
の
場
合
は
２
０
１
７
年
に
お
け
る

米
軍
が
陸
軍
を
中
心
に
旅
団
規
模
で
ユ
ニ
ッ
ト
化

さ
れ
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
の
片
面
は
保
守
派
、
反

対
側
の
面
は
進
歩
派
を
表
す
色
で
印
刷
さ
れ
て
い

る
が
、
兵
科
や
戦
闘
力
に
違
い
は
な
い
。
ユ
ニ
ッ

ト
の
面
で
所
属
を
表
す
わ
け
で
あ
る
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
を
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
の
容
器
に
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
、
保
守
派
、
進
歩
派
が
交
互
に
そ

れ
ぞ
れ
１
個
ず
つ
ユ
ニ
ッ
ト
を
引
き
、
決
め
ら
れ

た
ヘ
ク
ス
に
配
置
す
る
。
ど
の
部
隊
が
ど
の
勢
力

に
つ
く
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ゲ
ー
ム
を
行
う
た

び
に
展
開
が
異
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
も
戦
力
が
あ
る
程
度
集
ま
っ
て
く
れ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
分
散
し
て
し
ま
う
の
か
も
運
次
第
。
内

戦
の
開
始
状
況
は
常
に
混
乱
を
伴
う
の
で
あ
る
。

　
シ
ー
ケ
ン
ス
は
決
ま
っ
た
時
期
に
決
ま
っ
た
軍

事
行
動
を
取
る
も
の
で
は
な
く
、
両
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
交
互
に
モ
ラ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
（
Ｍ
Ｐ
）
を
使
っ

て
１
回
ず
つ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
自
由
度
の
高
い

シ
ス
テ
ム
。
ア
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
ゲ
ー
ム
に

よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
、移
動
や
攻
撃
、敵
ユ
ニ
ッ

ト
に
対
す
る
寝
返
り
工
作
や
空
軍
力
の
使
用
、
壊

滅
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
再
建
な
ど
。
Ｍ
Ｐ
は
毎
タ
ー

ン
、支
配
し
て
い
る
都
市
か
ら
取
得
で
き
る
の
で
、

よ
り
多
く
の
都
市
を
支
配
し
て
い
る
勢
力
が
主
導

権
を
持
っ
て
戦
い
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

方
、
勝
利
条
件
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
都
市

を
多
く
支
配
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
無
駄
遣
い

を
し
て
い
る
と
、
主
導
権
の
転
換
も
発
生
し
得
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
不
確
実
な
要
素
が
多
い
の
で
好
き
嫌
い
の
わ
か

れ
る
ゲ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
そ
の
不
確
実
性

の
中
か
ら
勝
利
す
る
確
率
を
高
め
て
い
く
状
況
判

断
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ッ
プ
２
枚
と
い

う
シ
リ
ー
ズ
最
大
規
模
の
Ａ
Ｆ
は
、
そ
の
楽
し
さ

が
最
も
大
き
な
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
タ
イ
ト
ル
こ
そ
「
ホ
ワ
ッ
ト
・
イ
フ
」
シ
リ
ー

ズ
だ
が
、実
は
『
１
９
３
６: 

ホ
ワ
ッ
ト・イ
フ
？
』

（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
、
16
年
）
も
こ
の
系
列
に
含
ま
れ
る
作

品
だ
。
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
進
駐
に
失
敗
し
た
た
め
に

ヒ
ト
ラ
ー
が
失
脚
、
ド
イ
ツ
で
内
戦
が
始
ま
り
、

西
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
が
、
東
か
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
攻
め
込
ん
だ
ソ
連
が
そ
の
勢
い
の
ま
ま
な
だ
れ

込
ん
で
く
る
と
い
う
悪
夢
の
よ
う
な
設
定
で
あ

る
。
フ
ォ
ー
リ
ン
グ
・
シ
リ
ー
ズ
が
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
一
作
だ
。
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タ
イ
・
ボ
ン
バ
ほ
ど
モ
ス
ク
ワ
が
脆
い
東
部
戦
線
を
つ
く
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は

他
に
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
出
の
『
ブ
リ
ッ
ツ
ク
リ
ー
ク
41
』
も

そ
う
だ
し
、
昨
年
日
本
版
も
出
版
さ
れ
た
『
ジ
ュ
ー
コ
フ
ズ・ウ
ォ
ー
』（
ワ
ー

ル
ド
・
ア
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
誌: 

以
下
Ｗ
Ｗ
、
16
年
）
も
そ
う
だ
っ
た
。
中
央
軍

集
団
が
南
方
旋
回
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
モ
ス
ク
ワ
を
目
指
し
て
い
た
ら
？　
と
い

う
仮
想
設
定
を
楽
し
む
東
部
戦
線
の
作
戦
級
ゲ
ー
ム
『
ザ
・
モ
ス
ク
ワ
・
オ
プ

シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｍ
Ｏ
）』（
Ｃ
Ｍ
、
96
年
）
も
ド
イ
ツ
軍
必
勝
の
ゲ
ー
ム
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
軍
の
代
わ
り
に
ソ
連
軍
が
北
方
旋
回
し
、
ソ
連
南
部
軍
が
ド
イ
ツ

中
央
軍
集
団
の
側
面
に
反
撃
を
加
え
る
展
開
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
が
、
ド
イ
ツ
軍
が

強
力
す
ぎ
て
モ
ス
ク
ワ
入
城
を
阻
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
ゲ
ー

ム
は
、
ジ
ョ
ン
・
デ
シ
ュ
が
『
ブ
ダ
ペ
ス
ト
45
』（
Ｃ
Ｍ
、
94
年
）
で
用
い
た

シ
ス
テ
ム
を
流
用
し
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｏ
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
戦
直
後
か
ら
始
ま
る
が
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
モ
ス
ク
ワ
を
占
領
で
き
る
か
ど
う
か
に
挑
む
作
品
が
、『
パ
ン

ツ
ァ
ー
ズ・イ
ー
ス
ト
（
以
下
、Ｐ
Ｅ
）』（
Ｗ
Ｗ
、15
年
）。
こ
ち
ら
は
ソ
リ
テ
ィ

ア・ゲ
ー
ム
で
『
ラ
ン
ペ
ー
ジ
』（
Ｗ
Ｗ
、15
年
）
の
東
部
戦
線
版
。
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
中
央
軍
集
団
司
令
官
と
し
て
ド
イ
ツ
軍
部
隊
を
率
い
、
ソ
連
軍
部
隊
は
ゲ
ー

ム
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
軍
ユ
ニ
ッ
ト
が
未

支
配
の
ヘ
ク
ス
に
進
入
す
る
た
び
、ソ
連
軍
ユ
ニ
ッ
ト
の
登
場
判
定
を
行
っ
て
、

い
れ
ば
戦
闘
を
解
決
す
る
。
ド
イ
ツ
軍
支
配
ヘ
ク
ス
で
ソ
連
軍
支
配
ヘ
ク
ス
を

囲
む
と
包
囲
網
が
完
成
し
、
中
に
残
さ
れ
た
ソ
連
軍
部
隊
は
脱
出
を
試
み
る
。

　
な
お
、
Ｐ
Ｅ
で
も
モ
ス
ク
ワ
は
落
ち
る
。

　
最
新
作
『
グ
デ
リ
ア
ン
ズ
・
ウ
ォ
ー
（
以
下
、
Ｇ
Ｗ
）』（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
、
17
年
）

は
Ｐ
Ｅ
と
同
じ
で
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
か
ら
始
ま
る
が
、
ゲ
ー
ム
は
９
月
で
終

わ
る
。
史
実
同
様
、
総
統
命
令
に
よ
り
中
央
軍
集
団
が
南
方
旋
回
さ
せ
ら
れ
る

た
め
だ
が
、
ド
イ
ツ
軍
の
努
力
次
第
で
は
８
月
中
に
モ
ス
ク
ワ
に
行
け
な
い
こ

と
も
な
い
。
た
だ
し
モ
ス
ク
ワ
を
占
領
し
た
と
こ
ろ
で
ソ
連
が
降
伏
し
て
く
れ

る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
モ
ス
ク
ワ
は
勝
利
得
点
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
た
め
、

左: 『〜ウォー』というタイトルも多用されるが、ゲーム・
システムに一貫性はない。グデリアン、プーチン、ジュー
コフいずれも異なるゲーム・システムが使われている。
下左: 『パンツァーズ・イースト』のプレイ中の写真

（TORO氏提供）。『グデリアンズ・ウォー』は明らかに
この作品を下敷きにつくられている。
下右: 『ザ･モスクワ・オプション』のマップ。中央軍集団
がキエフに行く代わりにモスクワへ攻め込むゲーム。
左ページ: 『グデリアンズ・ウォー』のマップ。モスクワ以
外の都市と町はドイツ軍にとっての得点源であり、ゲー
ムの進行に従って一定以上の得点を得ていればサドンデ
ス勝利、敗北ラインを下回ると即敗北となる。この設定
がやや甘いようで、モスクワを目指さなければドイツ軍の
勝利はそれほど難しくないだろう。
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堅
実
に
得
点
を
稼
ぐ
ほ
う
が
ド
イ
ツ
軍
の
勝
率
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
一

定
以
上
の
勝
利
得
点
を
獲
得
し
て
お
か
な
い
と
、
各
ゲ
ー
ム
・
タ
ー
ン
終
了
時

に
行
わ
れ
る
敗
北
判
定
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　
ゲ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
は
『
ブ
リ
ッ
ツ
ク
リ
ー
ク
１
９
４
０
』（
Ｃ
Ｍ
、
97
年
）

で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
移
動
フ
ェ
イ
ズ
と
戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
の
順
番
を

入
れ
替
え
ら
れ
る
シ
ー
ケ
ン
ス
（
こ
れ
自
体
は
『
ウ
ェ
イ
ブ
・
オ
ブ
・
テ
ラ
ー
』

（
Ｃ
Ｍ
、
97
年
）
で
導
入
さ
れ
た
）
に
、
モ
ー
ビ
ル
・
ア
サ
ル
ト
が
加
わ
っ
た

も
の
。
プ
リ
ペ
ア
ド
・
ア
サ
ル
ト
（
戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
に
行
う
通
常
の
戦
闘
）
を

行
っ
て
戦
線
を
破
り
、
移
動
フ
ェ
イ
ズ
で
そ
こ
か
ら
後
方
へ
進
出
す
る
と
同
時

に
モ
ー
ビ
ル
・
ア
サ
ル
ト
で
戦
果
を
一
気
に
拡
大
す
る
と
い
う
、
激
し
い
機
動

戦
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
軍
ユ
ニ
ッ
ト
に
マ
ル
チ
・
ス
テ
ッ
プ
（
最

大
６
）
を
与
え
る
こ
と
で
、
損
耗
と
と
も
に
衝
撃
力
が
低
下
し
て
い
く
様
が
描

か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｍ
Ｏ
で
や
ろ
う
と
し
て
失
敗
し
た
こ
と
が
、
Ｇ
Ｗ
で
は

う
ま
く
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｅ
と
違
っ
て
Ｇ
Ｗ
は
対
戦
ゲ
ー
ム
な
の
で
、
ソ
連
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
多
く

の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
騎
兵
突
撃
で
、
ユ
ニ
ッ
ト

は
全
滅
す
る
代
わ
り
に
ド
イ
ツ
軍
の
足
を
一
時
的
に
止
め
て
く
れ
る
。
ま
た
作

戦
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
て
反
撃
を
行
う
、
キ
エ
フ
方
面
か
ら
部
隊
を
派
遣
し
て

ド
イ
ツ
軍
の
側
面
を
襲
う
な
ど
、
防
戦
一
方
で
は
終
わ
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
白
眉
な
の
が
、
ド
イ
ツ
軍
の
鉄
道
線
を
一
定
数
、
分
断
す
る
こ
と
で

ソ
連
軍
が
サ
ド
ン
デ
ス
勝
利
を
得
ら
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
。
中
央
軍
集
団
の
兵

站
シ
ス
テ
ム
が
混
乱
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
見
切
り
を
つ

け
て
別
の
軍
集
団
に
攻
撃
の
重
点
を
移
す
と
い
う
状
況
を
表
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
わ
け
で
、
側
面
や
後
方
を
気
に
か
け
ず
に
モ
ス
ク
ワ
に
突
進
す
る
こ
と

は
、
ま
ず
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
タ
イ
・
ボ
ン
バ
が
こ
れ
ま
で
使
っ
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
感
の
あ

る
Ｇ
Ｗ
。
結
果
と
し
て
最
も
モ
ス
ク
ワ
が
落
ち
に
く
い
ゲ
ー
ム
に
仕
上
が
っ
て

お
り
、
こ
の
点
が
一
番
の
進
化
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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左: 『プーチンズ・ウォー』のマップの一部。ロシアとバルト諸国との衝突をシミュレート
する。ロシア軍はバルト諸国へ侵攻し、得点源である都市を攻撃する。一方の連合軍
は増援を要請して防衛線を構築、さらに予備を捻出して反攻に出る。敵戦力を直接攻
撃するより、ロシアの都市を占領するほうが効率的である。ロシア軍プレイヤーがAPの
運用にしくじると、連合軍の反撃に全く対処できなくなる。
上: プレイ中の『コールド・スタート』。初期配置の順番はゲームのたびにランダムに決
まるため、通常兵力に劣るパキスタン軍が先に配置することになると、いきおい核兵器
に頼ることになる。空軍力マーカーの使い方は『プーチンズ・ウォー』同様で、敵スタッ
クの上に置くことで移動を妨害できる。
下: 『ザ･ファイア・ネクスト・ウォー』のマップ。
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タ
イ
・
ボ
ン
バ
が
近
未
来
戦
を
ゲ
ー
ム
化
す
る

に
当
た
っ
て
重
視
し
て
い
る
点
が
い
く
つ
か
あ

る
。『
プ
ー
チ
ン
ズ・ウ
ォ
ー（
以
下
、Ｐ
Ｗ
）』（
Ｍ

Ｗ
、
16
年
）
と
、
そ
の
進
化
版
『
コ
ー
ル
ド
・
ス

タ
ー
ト
（
以
下
、
Ｃ
Ｓ
）』（
Ｍ
Ｗ
、
17
年
）
を
見

て
み
よ
う
。

　

Ｐ
Ｗ
に
つ
い
て
は
森
田
勝
里
氏
が
『
こ
の
シ

ミ
ュ
ゲ
が
す
ご
い
！　
２
０
１
８
年
版
』
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
る
。

　

コ
マ
ン
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ェ
イ
ズ
で
は
、
２

Ｄ
６
分
の
Ａ
Ｐ
（
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
）
を

得
ま
す
。
航
空
優
勢
フ
ェ
イ
ズ
で
は
、
両
者
が
２

Ｄ
６
を
行
い
数
が
大
き
い
陣
営
が
差
分
の
航
空
支

援
マ
ー
カ
ー
を
得
ま
す
。
作
戦
フ
ェ
イ
ズ
で
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
は
移
動
ア
ク
シ
ョ
ン
を
選
択
す
る
と
１

Ｄ
６
分
の
移
動
力
を
得
ま
す
。（
略
）
も
ち
ろ
ん

戦
闘
を
選
択
し
た
場
合
は
１
Ｄ
６
で
戦
闘
結
果
を

求
め
ま
す
。

　
ラ
ン
ダ
ム
に
ラ
ン
ダ
ム
を
重
ね
た
ゲ
ー
ム
・
シ

ス
テ
ム
だ
が
、
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
戦
い
、
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
仕
方
が
な
い
と
言

え
ば
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
そ
の
不
確
実
性
を
考

慮
し
た
上
で
作
戦
を
立
て
な
け
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
に

な
ら
な
い
。「
事
前
の
作
戦
プ
ラ
ン
が
大
事
に
な
っ

て
く
る
の
で
す
。
い
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
の
行
動

で
は
Ａ
Ｐ
を
浪
費
す
る
だ
け
で
す
」
と
森
田
氏
が

述
べ
て
い
る
通
り
な
の
だ
。

　
比
較
的
、
効
果
が
堅
実
な
の
が
特
殊
部
隊
で
あ

る
。
一
度
使
用
す
る
と
リ
ユ
ー
ス
す
る
ま
で
時
間

が
か
か
る
が
、
自
軍
が
行
う
戦
闘
を
有
利
に
修
整

し
て
く
れ
る
。
ま
た
特
殊
部
隊
の
投
入
に
は
Ａ
Ｐ

を
必
要
と
し
な
い
。
近
未
来
戦
で
は
特
殊
部
隊
の

運
用
次
第
で
主
導
権
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
決

ま
る
、
と
い
う
の
が
タ
イ
・
ボ
ン
バ
の
主
張
の
よ

う
だ
。

　
し
か
し
、
毎
タ
ー
ン
使
用
で
き
る
Ａ
Ｐ
ま
で
ラ

ン
ダ
ム
に
決
め
る
の
は
行
き
す
ぎ
だ
と
反
省
し
た

の
か
、
Ｃ
Ｓ
で
は
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
イ

ン
ド
軍
、
パ
キ
ス
タ
ン
軍
は
一
定
数
の
軍
団
マ
ー

カ
ー
を
持
ち
、
こ
れ
を
用
い
て
ス
タ
ッ
ク
を
活
性

化
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
わ
せ
る
。
た
だ
し
、
１

ス
タ
ッ
ク
は
１
ゲ
ー
ム
・
タ
ー
ン
中
に
１
回
し
て

ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
え
な
い
。
ま
た
手
持
ち
の
軍
団

マ
ー
カ
ー
は
１
ゲ
ー
ム
・
タ
ー
ン
中
に
い
く
つ
使

用
し
て
も
構
わ
な
い
が
、
リ
ユ
ー
ス
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ

て
一
気
に
軍
団
マ
ー
カ
ー
を
投
入
し
た
が
、
思
っ

た
よ
り
戦
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
場
合
、
軍
団

マ
ー
カ
ー
が
足
り
な
く
な
っ
て
敵
の
反
撃
に
対
処

し
よ
う
が
な
く
な
る
。
あ
る
い
は
敵
の
攻
勢
に
対

し
て
軍
団
マ
ー
カ
ー
の
使
用
を
け
ち
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
に
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
事
態
を
招
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
軍
団
マ
ー
カ
ー
数
＝
Ａ

Ｐ
を
固
定
に
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｓ
は
Ｐ
Ｗ
以
上
に

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
判
断
が
難
し
い
ゲ
ー
ム
へ

と
進
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｐ
に
せ
よ
軍
団
マ
ー
カ
ー
に
せ
よ
、
刻
々
と

変
化
す
る
状
況
に
お
け
る
デ
シ
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ク

と
状
況
を
つ
く
り
出
す
計
画
の
重
要
性
を
問
う
て

い
る
よ
う
だ
。

　
次
の
イ
ン
ド･

パ
キ
ス
タ
ン
戦
争
を
テ
ー
マ
に

し
た
の
は
、Ｃ
Ｓ
が
２
回
目
と
な
る
。前
回
は『
ザ・

フ
ァ
イ
ア
・
ネ
ク
ス
ト
・
タ
イ
ム
（
以
下
、
Ｆ
Ｎ

Ｔ
）』（
Ｃ
Ｍ
、98
年
）。
Ｃ
Ｍ
末
期
の
作
品
で
あ
り
、

シ
ー
ト
の
半
分
が
悪
名
高
い
『
ウ
ォ
ー
・
チ
ェ
ス

２
０
０
０
』
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
事
国
が
核
兵
器
保
有
国
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
Ｃ
Ｓ
に
は
核
攻
撃
ル
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。使
用
す
れ
ば
目
標
１
ヘ
ク
ス
を
灰
に
す
る
が
、

６
分
の
１
の
確
率
で
全
面
核
戦
争
が
誘
発
さ
れ
、

引
き
金
と
な
っ
た
核
攻
撃
を
行
っ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
敗
北
す
る
。
先
制
核
攻
撃
を
行
え
る
の
は
パ
キ

ス
タ
ン
軍
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
イ
ン
ド
軍
は
通
常
兵
力
で
パ
キ
ス
タ

ン
軍
を
圧
倒
し
て
お
り
、
核
兵
器
に
頼
る
必
要
は

な
い
。
一
方
の
パ
キ
ス
タ
ン
軍
は
い
き
な
り
ラ

ホ
ー
ル
を
占
領
さ
れ
、
サ
ド
ン
デ
ス
負
け
す
る
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
座
し
て
国
が
崩
壊
す
る
の

を
待
つ
く
ら
い
な
ら
い
っ
そ
…
…
。

　
特
殊
部
隊
と
Ａ
Ｐ
と
核
兵
器
の
扱
い
。
こ
れ
ら

が
タ
イ
・
ボ
ン
バ
近
未
来
戦
ゲ
ー
ム
の
三
種
の
神

器
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
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Ｃ
Ｍ
末
期
の
Ｆ
Ｎ
Ｔ
を
リ
メ
イ
ク
し
て
Ｃ
Ｓ
を

世
に
問
う
た
よ
う
に
、
Ｃ
Ｍ
最
後
の
ゲ
ー
ム
と

な
っ
た
『
ホ
ウ
ェ
ン
・
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
・
フ
ァ
イ

ト
（
以
下
、
Ｗ
Ｄ
Ｆ
）』（
Ｃ
Ｍ
、
01
年
）
を
つ
く

り
直
し
た
の
が
『
イ
フ
・
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
・
フ
ァ
イ

ト
（
以
下
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）』（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
、
18
年
）
で
あ

る
。
情
報
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
ゲ
ー
ム
と
し
て
も
よ
り
面
白
い
も
の
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｄ
Ｆ
は
上
陸
前
の
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
で
全
て
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
ゲ
ー

ム
だ
っ
た
の
だ
。

　
Ｐ
Ｗ
や
Ｃ
Ｓ
と
異
な
り
、
こ
の
「
近
未
来
戦
」

は
第
二
次
大
戦
型
と
言
っ
て
い
い
。
Ａ
Ｐ
を
用
い

た
交
互
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
定
型
の
シ
ー
ケ

ン
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｗ
と
同
じ
で
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
自
分
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
・
タ
ー
ン
に
、

移
動
フ
ェ
イ
ズ
・
戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
の
順
番
で
行
う

か
、
戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
・
移
動
フ
ェ
イ
ズ
の
順
番
で

行
う
の
か
を
決
め
る
。

　
プ
レ
イ
ヤ
ー
・
タ
ー
ン
の
前
に
中
国
軍
航
空
優

勢
フ
ェ
イ
ズ
が
あ
り
、
そ
の
タ
ー
ン
に
使
用
で
き

る
航
空
支
援
マ
ー
カ
ー
の
数
を
決
め
る
。
そ
の
役

割
は
台
湾
軍
に
対
す
る
移
動
妨
害
（
ヘ
リ
ボ
ー
ン

部
隊
の
活
動
も
抑
制
す
る
）と
戦
闘
支
援
で
あ
る
。

　
21
世
紀
の
戦
争
ら
し
い
の
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
・

タ
ー
ン
の
後
に
サ
イ
バ
ー
戦
争
フ
ェ
イ
ズ
が
あ
る

こ
と
。
両
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ダ
イ
ス
を
３
個
ず
つ
振

り
合
い
、
よ
り
大
き
な
目
を
出
し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
そ
の
差
分
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
ポ
イ
ン
ト
（
Ｃ
Ｗ

Ｐ
）
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｗ
Ｐ
の
用
途
は
３

種
類
で
、
敵
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
の
妨
害
と
自
軍
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
の
強
化
、
そ
れ
に
台
湾
軍
に
よ
る

中
国
空
軍
に
対
す
る
妨
害
で
あ
る
。
最
後
の
そ
れ

は
中
国
軍
の
航
空
支
援
マ
ー
カ
ー
を
使
用
不
能
に

す
る
こ
と
だ
が
、
台
湾
軍
が
航
空
支
援
マ
ー
カ
ー

を
使
え
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
（
開
戦
直
後
に
撃

破
さ
れ
て
い
る
と
い
う
想
定
で
あ
る
）。

　
敵
の
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
を
妨
害
す
る
こ
と
で
移

動
力
や
戦
闘
力
を
低
下
さ
せ
る
。
一
方
、
自
軍
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
の
強
化
に
よ
り
、
敵
の
移
動
フ
ェ

イ
ズ
中
に
自
軍
ユ
ニ
ッ
ト
の
移
動
を
割
り
込
ま
せ

た
り
、
敵
の
戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
中
に
自
軍
ユ
ニ
ッ
ト

で
敵
ユ
ニ
ッ
ト
を
攻
撃
し
た
り
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
る
。『
こ
の
シ
ミ
ュ
ゲ
が
す
ご
い
！

２
０
１
２
年
版
』で
紹
介
さ
れ
た『
ラ
イ
ヒ
ス
ヴ
ェ

ア
＆
フ
ラ
イ
コ
ー
ル
』（
Ｓ
＆
Ｔ
、12
年
）
の
ゲ
ー

ム
・
シ
ス
テ
ム
に
少
し
似
て
い
る
。
た
だ
し
Ｉ
Ｄ

Ｆ
は
フ
ェ
イ
ズ
丸
ご
と
割
り
込
ま
せ
る
の
で
は
な

く
、
ス
タ
ッ
ク
単
位
で
割
り
込
ま
せ
る
と
い
う
点

が
異
な
る
（
規
模
は
小
さ
い
が
、
よ
り
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
対
応
で
き
る
）。

　
台
湾
側
が
Ｃ
Ｗ
Ｐ
を
多
く
獲
得
で
き
れ
ば
、
中

国
軍
の
活
動
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
限
定
的
な

反
撃
を
行
っ
て
敵
の
計
画
を
狂
わ
せ
る
な
ど
の
作

戦
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ど
の
軍
が

ど
れ
だ
け
Ｃ
Ｗ
Ｐ
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
か
は
完
全

に
運
次
第
だ
。
そ
う
な
る
と
計
算
で
き
る
の
は
プ

レ
イ
ヤ
ー
・
タ
ー
ン
中
に
行
わ
れ
る
ア
ク
シ
ョ
ン

で
あ
り
、移
動
フ
ェ
イ
ズ
、戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
と
い
っ

た
従
来
型
の
軍
事
行
動
と
な
る
。

　
で
は
、
第
二
次
大
戦
型
の
戦
闘
が
台
湾
で
発
生

し
た
ら
ど
う
な
る
か
？　
結
果
は
火
を
見
る
よ
り

明
ら
か
な
よ
う
な
も
の
だ
が
、
物
量
に
勝
る
中
国

軍
が
優
勢
で
あ
る
。
Ｗ
Ｄ
Ｆ
か
そ
れ
よ
り
前
の
時

代
な
ら
台
湾
側
に
も
質
的
な
優
位
が
あ
っ
た
が
、

時
代
は
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
ら
ば
、
第
二
次
大
戦
型
の
戦
闘
に
さ
せ
な
い

こ
と
で
台
湾
側
に
も
勝
ち
目
が
出
て
き
そ
う
な
も

の
だ
が
、
Ｃ
Ｗ
Ｐ
の
獲
得
条
件
が
イ
ー
ブ
ン
で
あ

る
以
上
、な
か
な
か
そ
う
も
い
か
な
い
。競
技
ゲ
ー

ム
と
し
て
考
え
た
場
合
は
、
両
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
陣

営
を
変
え
て
１
回
ず
つ
対
戦
し
、
中
国
軍
を
受
け

持
っ
た
時
に
支
配
で
き
た
都
市
の
数
で
勝
敗
を
決

め
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
軍
事
的
側
面
だ
け
を
捉
え
る
と
、
今
の
台
湾
に

は
中
国
軍
に
よ
る
武
力
侵
攻
を
跳
ね
返
す
力
は
な

い
、
と
い
う
の
が
タ
イ・ボ
ン
バ
の
見
解
な
の
だ
。

し
か
し
こ
の
ゲ
ー
ム
で
中
国
軍
に
許
さ
れ
て
い
る

時
間
的
猶
予
は
７
タ
ー
ン
─
─
14
日
間
。
６
タ
ー

ン
あ
る
い
は
５
タ
ー
ン
だ
と
、
中
国
軍
が
勝
利
す

る
の
は
極
め
て
困
難
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
現

実
に
ど
う
す
べ
き
な
の
か
…
…
な
ど
と
、
作
品
の

持
つ
「
ゆ
る
さ
」
が
感
想
戦
の
幅
を
広
げ
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。
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野蛮で気紛れ、なのに繊細な魅力
『 ア イ ゼ ン ハ ワ ー ズ ・ ウ ォ ー 』（ W a W  # 6 0 ）

南池袋退屈日記 鹿内 靖

上
陸
作
戦
の
立
案
か
ら
始
ま
る

　

こ
れ
ま
で
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品
数
１
２
０
あ
ま
り
、
そ
の
多
作
ぶ
り
で
周
囲
を
睥
睨

す
る
タ
イ
・
ボ
ン
バ
氏
の
新
作
だ
。
新
作
と
い
っ
て
も
量
産
が
過
ぎ
て
、
も
は
や
最
新
な

の
か
ど
う
か
が
判
然
と
し
な
い
有
様
。
し
か
し
、
創
作
活
動
に
と
っ
て
多
作
性
は
重
要
で

あ
る
。
多
作
こ
そ
が
良
作
・
傑
作
の
誕
生
を
支
え
る
の
だ
か
ら
。

　

お
そ
ら
く
筆
者
は
、
平
均
的
な
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
比
べ
ボ
ン
バ
経
験
の

豊
富
な
方
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
筆
者
か
ら
す
る
と
、
感
覚
的
に
ボ
ン
バ
の
デ
ザ
イ
ン
す
る

８
作
か
ら
９
作
に
１
つ
、こ
れ
は
！　

と
い
う
作
品
が
あ
る
。
今
回
の『
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

ズ
・
ウ
ォ
ー
（
以
下
Ｅ
Ｗ
）』
も
、
そ
う
し
た
あ
や
し
い
輝
き
を
放
つ
快
作
な
の
だ
。

　

テ
ー
マ
は
西
側
連
合
軍
に
よ
る
大
陸
反
攻
。
第
２
次
大
戦
の
西
部
戦
線
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
１
９
４
４
年
６
月
か
ら
45
年
４
月
ま
で
の
期
間
で
扱
う
。
マ
ッ
プ
に
は
、
西
は
ブ
レ
ス

ト
か
ら
東
は
ウ
ィ
ー
ン
（
ベ
ル
リ
ン
も
入
る
）、
北
は
キ
ー
ル
か
ら
南
は
ロ
ー
マ
ま
で
が

収
め
ら
れ
る
。
１
ヘ
ク
ス
約
65
キ
ロ
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
は
軍
団
規
模
。
１
タ
ー
ン
は
１
〜
２

カ
月
を
表
し
、
全
９
タ
ー
ン
を
戦
う
。

　

少
し
細
か
い
部
分
は
あ
っ
て
も
難
し
い
ル
ー
ル
で
は
な
い
。プ
レ
イ
ヤ
ー
は
毎
タ
ー
ン
、

移
動
・
戦
闘
の
順
か
、
戦
闘
・
移
動
の
順
を
選
ん
で
実
行
す
る
。
連
合
軍
が
エ
ル
ベ
を
渡
河

す
る
と
登
場
す
る
ヴ
ェ
ン
ク
の
第
12
軍
や
、
45
年
３
月
に
突
如
出
現
す
る
ア
ル
プ
ス
要
塞

な
ど
、
ど
う
で
も
い
い
楽
し
さ
溢
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
最
大
の
特
徴
は
、
連
合
軍
上
陸
作
戦
の
自
由
度
と
ド
イ
ツ
軍
に
与
え
ら
れ
た
総
統

命
令
攻
勢
だ
。

　

シ
ナ
リ
オ
は
歴
史
的
侵
攻
シ
ナ
リ
オ
と
仮
想
侵
攻
シ
ナ
リ
オ
の
２
つ
。
歴
史
的
侵
攻
な

ら
、
連
合
軍
が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
ビ
ー
チ
ヘ
ッ
ド
を
確
立
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
連

合
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
後
に
、第
２
次
上
陸
の
時（
第
３
タ
ー
ン
か
第
４
タ
ー

ン
の
ど
ち
ら
か
）
と
場
所
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
。
場
所
は
フ
ラ
ン
ス
〜
ベ
ル
ギ
ー
の
海
岸
か

ら
イ
タ
リ
ア
〜
ユ
ー
ゴ
の
海
岸
ま
で
、
ど
こ
で
も
よ
ろ
し
い
。

　

仮
想
侵
攻
だ
と
第
１
次
上
陸
、
第
２
次
上
陸
と
も
に
プ
ロ
ッ
ト
。
た
だ
し
第
１
次
上
陸
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は
必
ず
第
１
タ
ー
ン
に
行
わ
れ
、
場
所
は
フ
ラ
ン
ス
〜
ベ
ル
ギ
ー
の
海
岸
の
ど

こ
か
に
な
る
。
に
し
て
も
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
作
戦
が
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
パ
・
ド
・

カ
レ
ー
で
も
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
も
ビ
ス
ケ
ー
湾
で
も
、
あ
る
い
は
南
フ
ラ
ン
ス

で
も
い
い
と
い
う
の
は
、
野
性
味
溢
れ
過
ぎ
る
気
が
し
な
く
も
な
い
。

　

上
陸
は
タ
ー
ン
の
一
番
最
初
に
行
わ
れ
る
。
プ
ロ
ッ
ト
し
た
ヘ
ク
ス
に
ド
イ

ツ
軍
が
い
た
場
合
、
す
ぐ
に
戦
闘
が
発
生
す
る
。
ド
イ
ツ
軍
を
排
除
で
き
な
け

れ
ば
、
上
陸
は
失
敗
。
仮
想
侵
攻
シ
ナ
リ
オ
で
第
１
次
上
陸
に
失
敗
す
る
と
連

合
軍
は
、
第
１
タ
ー
ン
に
課
せ
ら
れ
た
必
須
港
湾
確
保
数
１
の
条
件
を
満
た
せ

ず
サ
ド
ン
デ
ス
負
け
し
て
し
ま
う
。

　
『
Ｅ
Ｗ
』
を
初
め
て
試
す
時
は
、
比
較
的
振
れ
幅
の
小
さ
い
歴
史
的
侵
攻
シ

ナ
リ
オ
か
ら
の
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
歴
史
的
侵
攻
で
は
ま
ず
、
連
合
軍
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
第
２
次
上
陸
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
悩
む
。
問
題
は
前
述
の
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
ベ
ル
ギ
ー
に
か
け
て
の
海
岸
線
で
港
湾
ヘ
ク
ス
を
一
定
数
確
保
し
な
け
れ

ば
サ
ド
ン
デ
ス
で
敗
北
す
る
、
と
い
う
勝
利
条
件
だ
。

　

第
２
タ
ー
ン
ま
で
は
必
須
港
湾
確
保
数
１
。
第
３
タ
ー
ン
に
な
る
と
５
。
こ

こ
ま
で
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
。
次
の
第
４
タ
ー
ン
で
の
確
保
数
10
が
絶
妙
に

難
し
く
な
っ
て
く
る
。
連
合
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
第
２
次
上
陸
で
の
戦
果
と
合

わ
せ
て
こ
れ
を
ク
リ
ア
で
き
る
作
戦
を
立
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

両
軍
の
歴
史
的
課
題
を
再
現

　

連
合
軍
に
と
っ
て
、
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
（
イ
タ
リ
ア
〜
ユ
ー
ゴ
の
海
岸
）
へ

の
第
２
次
上
陸
は
蠱
惑
的
だ
。
イ
タ
リ
ア
の
ド
イ
ツ
軍
を
補
給
切
れ
で
一
気
に

壊
滅
さ
せ
、
ロ
ー
マ
か
ら
攻
め
上
る
連
合
軍
と
と
も
に
南
か
ら
ド
イ
ツ
を
攻
略

で
き
る
。
北
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
ド
イ
ツ
軍
主
力
に
は
対
応
が
で
き
な
い
。
し
か

し
そ
の
前
に
、
第
４
タ
ー
ン
で
の
必
須
港
湾
確
保
数
10
が
達
成
で
き
ず
敗
北
す

る
公
算
が
大
き
い
。

　

ベ
ル
ギ
ー
（
オ
ス
テ
ン
ド
）
へ
の
上
陸
も
魅
力
的
だ
が
、
や
は
り
危
険
だ
。

ド
イ
ツ
本
土
や
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
近
い
こ
こ
を
、
ド
イ
ツ
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
最

も
警
戒
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
よ
り
東
に
存
在
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
海
岸
（
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
や

カ
レ
ー
以
東
）
は
検
討
に
値
す
る
。
上
陸
も
港
湾
確
保
数
も
ク
リ
ア
す
る
可
能

性
が
そ
れ
な
り
に
あ
る
。

　

最
も
上
陸
し
や
す
く
、
ま
た
港
湾
確
保
数
も
満
た
し
や
す
い
の
が
史
実
ど
お

り
の
南
フ
ラ
ン
ス
上
陸
に
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
も
ド
イ
ツ
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
読

ま
れ
て
戦
力
を
集
中
配
備
さ
れ
る
と
、
相
当
に
危
険
な
事
態
が
発
生
す
る
。

　

と
、
連
合
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
悩
み
は
尽
き
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
軍

プ
レ
イ
ヤ
ー
で
も
同
じ
こ
と
。
ド
イ
ツ
軍
に
と
っ
て
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
よ
り

東
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
海
岸
に
、
第
２
次
上
陸
が
あ
る
の
か
ど
う
か
が
最
大
の

関
心
事
に
な
る
。
こ
こ
で
史
実
の
ド
イ
ツ
軍
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
へ
の
上
陸
後

も
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
へ
の
第
２
次
上
陸
を
懸
念
し
た
迷
い
が
再
現
さ
れ
る
。

　

連
合
軍
の
第
２
次
上
陸
が
南
フ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
ら
、
ツ
ー
ロ
ン
に
４
個
軍
団

も
集
結
さ
せ
れ
ば
、
連
合
軍
を
窮
地
に
追
い
や
れ
る
。
サ
ド
ン
デ
ス
で
勝
て
る

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
で
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
（
お
よ
び
カ
レ
ー
以

東
の
海
岸
）
に
上
陸
さ
れ
る
と
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
戦
力
は
主
力
と
分
断
さ
れ
、

消
滅
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
方
面
か
ら
進
撃
す
る
連
合
軍
と
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
方
面
か
ら
進

撃
す
る
連
合
軍
に
対
し
、北
フ
ラ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
軍
だ
け
で
は
抗
し
切
れ
な
い
。

対
抗
す
る
に
は
南
フ
ラ
ン
ス
の
戦
力
が
必
要
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
第
２
次
上
陸
に
つ
い
て
の
葛
藤
に
加
え
、
ド
イ
ツ
軍
に
は
も
う
１

つ
戦
い
方
に
関
す
る
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ン
メ
ル
ば
り
の
水

際
撃
滅
戦
を
行
う
の
か
、
ル
ン
ト
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
唱
え
た
内
陸
機
動
戦
を
行
う

の
か
で
あ
る
。

　

水
際
撃
滅
戦
は
連
合
軍
の
ビ
ー
チ
ヘ
ッ
ド
を
狙
う
か
、
連
合
軍
の
港
湾
ヘ
ク

ス
確
保
を
攻
勢
に
よ
っ
て
阻
み
サ
ド
ン
デ
ス
勝
ち
を
目
指
す
も
の
に
な
る
。
内

陸
機
動
戦
は
北
フ
ラ
ン
ス
内
陸
に
連
合
軍
を
誘
い
出
し
、
痛
打
を
与
え
て
攻
勢

能
力
を
挫
く
こ
と
で
最
終
タ
ー
ン
の
勝
利
を
目
指
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
ポ
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イ
ン
ト
に
な
る
の
は
ド
イ
ツ
軍
に
与
え
ら
れ
た
５
枚
の
総
統
命
令
攻
勢
マ
ー

カ
ー
だ
。

デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
ク
の
連
続

　

ド
イ
ツ
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
、
ゲ
ー
ム
全
体
を
通
し
５
回
の
総
統
命
令
攻
勢

が
許
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
連
合
軍
の
移
動
あ
る
い
は
戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
の
う
ち
、

移
動
の
パ
ー
ト
中
い
つ
で
も
割
り
込
ん
で
発
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

１
つ
の
連
合
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
タ
ー
ン
中
に
複
数
回
発
動
し
て
も
い
い
し
、
同

じ
ド
イ
ツ
軍
ユ
ニ
ッ
ト
を
続
け
て
使
用
し
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
連
続
し
て
発

動
す
る
場
合
は
、
必
ず
間
に
１
つ
の
連
合
軍
の
移
動
を
挟
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
第
１
タ
ー
ン
中
の
発
動
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

発
動
を
宣
言
す
る
と
、
ド
イ
ツ
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
自
軍
ユ
ニ
ッ
ト
の
存
在
す

る
１
ヘ
ク
ス
を
指
定
、
総
統
命
令
攻
勢
マ
ー
カ
ー
を
置
く
。
す
る
と
そ
こ
に
い

る
ユ
ニ
ッ
ト
と
、
そ
の
周
囲
６
ヘ
ク
ス
に
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
に
移
動
・
戦
闘
ま
た

は
戦
闘
・
移
動
を
即
座
に
行
う
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。
最
低
で
も
１
つ
の
戦
闘

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
際
は
攻
撃
側
有
利
に
１
シ
フ
ト
の
戦
闘

比
修
正
が
つ
く
。

　

有
効
に
使
う
に
は
、
装
甲
軍
団
を
中
心
と
し
た
強
力
な
反
撃
戦
力
を
連
合
軍

前
線
か
ら
程
よ
い
距
離
、
な
る
べ
く
機
動
に
適
し
た
場
所
に
集
結
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
連
合
軍
ユ
ニ
ッ
ト
の
一
挙
手
一
投
足
を
窺
い
な
が
ら
、
チ
ャ

ン
ス
を
待
つ
。
好
機
と
見
れ
ば
、
た
め
ら
わ
ず
発
動
。
危
機
的
状
況
を
脱
す
る

た
め
戦
闘
・
移
動
を
選
び
“
叩
い
て
退
が
る
”
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

支
配
地
域
は
移
動
力
を
余
分
に
消
費
す
れ
ば
通
り
抜
け
ら
れ
る
弱
Ｚ
Ｏ
Ｃ

だ
。
移
動
を
先
に
持
っ
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
包
囲
に
よ
る
集
中
攻
撃
（
コ
ン

セ
ン
ト
リ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
）
の
要
件
を
満
た
し
、
さ
ら
に
攻
撃
を
１
シ
フ
ト
有

利
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
戦
闘
に
関
す
る
補
給
は
ダ
イ
ス
を
振
る
直
前
に
判

定
さ
れ
る
。
移
動
で
連
合
軍
ユ
ニ
ッ
ト
を
補
給
切
れ
の
戦
力
半
減
に
し
て
叩
く

こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
効
果
的
活
用
が
可
能
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
う
ま
く
計
れ
ば
、
大
き
な

戦
果
を
上
げ
ら
れ
る
。間
に
１
つ
連
合
軍
の
移
動
を
挟
む
と
は
い
え
、同
じ
タ
ー

ン
に
複
数
回
発
動
で
き
る
の
だ
。
続
い
て
ド
イ
ツ
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
タ
ー
ン
の
移

動
や
戦
闘
も
控
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
れ
ば
、
水
際
撃
滅
戦
に
も
内
陸
機

動
戦
に
も
相
応
の
成
果
が
期
待
で
き
る
。

　

内
陸
機
動
戦
の
構
え
を
見
せ
、
連
合
軍
の
進
出
を
遅
ら
せ
る
戦
略
も
考
え
ら

れ
る
。
強
力
な
反
撃
を
連
合
軍
に
警
戒
さ
せ
前
進
を
抑
制
、
そ
の
間
に
よ
り
多

く
の
ド
イ
ツ
軍
を
西
方
防
壁
に
籠
ら
せ
る
。
実
際
の
攻
勢
は
、
ド
イ
ツ
軍
反
撃

戦
力
が
東
部
に
引
き
抜
か
れ
る
前
の
44
年
々
末
に
（
第
５
タ
ー
ン
か
ら
第
６

タ
ー
ン
に
か
け
て
）
ま
と
め
て
発
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
ず
と
バ
ル
ジ
の
戦
い
が
出
現
す
る
で
は
な
い
か
。
敵
戦
力
撃
破
を
目
的
と

し
、
連
続
発
動
を
成
功
さ
せ
れ
ば
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
確
保
、
連
合
軍
を
一
時
的

に
せ
よ
補
給
欠
乏
に
陥
ら
せ
る
の
も
夢
で
は
な
い
。
決
定
的
な
遅
れ
を
生
じ
さ

せ
、
最
終
タ
ー
ン
で
の
勝
利
を
掴
む
の
だ
。

　

対
す
る
連
合
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
巡
る
駆
け
引
き
で
は
タ
フ

に
な
ら
な
け
れ
ば
翻
弄
さ
れ
る
。
単
に
ス
キ
を
見
せ
な
い
機
動
を
心
掛
け
る
だ

け
で
な
く
、
時
に
は
囮
の
機
動
で
わ
ざ
と
主
戦
域
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
総
統

命
令
攻
勢
を
誘
引
、
ド
イ
ツ
軍
反
撃
戦
力
を
遠
ざ
け
無
力
化
す
る
と
い
っ
た
試

み
も
必
要
に
な
る
。

　

読
み
合
い
と
判
断
か
ら
実
行
に
至
る
過
程
は
、
ま
さ
に
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ

ク
の
連
続
だ
。
ど
ち
ら
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
も
挑
戦
し
甲
斐
の
あ
る
、
胸

躍
る
も
厳
し
い
試
練
と
な
る
。

　

こ
の
総
統
命
令
攻
勢
の
仕
掛
け
が
、
展
開
を
推
進
す
る
重
要
な
エ
ン
ジ
ン
と

な
る
。
一
見
、
ゲ
ー
ム
的
ギ
ミ
ッ
ク
に
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん
プ
レ
イ
の
面
白
さ

に
大
き
く
貢
献
す
る
の
は
事
実
だ
。
だ
が
、
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ド

イ
ツ
軍
の
取
り
得
た
選
択
肢
を
表
現
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
の
も
事
実

だ
。
ゲ
ー
ム
と
シ
ミ
ュ
レ
イ
シ
ョ
ン
と
を
繋
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
大
い
に

評
価
で
き
る
。
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ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
戦
い
方

　

本
作
に
於
け
る
ド
イ
ツ
軍
の
強
み
は
、
部
隊
運
用
の
し
な
や
か
さ
に
よ
る
作

戦
的
優
位
だ
と
い
う
の
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
連
合
軍
の
そ
れ
は

上
陸
作
戦
を
望
む
地
点
で
行
え
る
戦
略
的
優
位
で
あ
る
。
い
つ
ど
こ
を
決
戦
場

に
選
ぶ
か
の
主
導
権
は
連
合
軍
の
手
に
あ
る
。

　

選
ば
れ
た
決
戦
場
で
は
、
戦
力
で
圧
倒
す
る
連
合
軍
に
作
戦
上
の
即
興
性
で

優
る
ド
イ
ツ
軍
が
積
極
防
御
で
対
抗
す
る
。
連
合
軍
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

立
ち
向
か
う
の
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
委
任
戦
術
を
旨
と
し
た
現
場
の
対
応
力
だ
。

こ
う
し
た
歴
史
に
見
ら
れ
る
対
決
の
構
図
が
、
分
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て
い

る
の
も
好
感
が
持
て
る
。

　

上
陸
し
て
か
ら
の
連
合
軍
の
戦
い
方
に
は
、２
つ
の
歴
史
的
見
解
が
あ
っ
た
。

１
つ
は
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
主
張
す
る
鋭
い
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
一
撃
。
戦
力
を

集
中
し
突
破
、敵
戦
線
を
崩
壊
さ
せ
る
や
り
方
。も
う
１
つ
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

の
選
ん
だ
広
正
面
で
の
圧
迫
。
敵
を
全
体
的
に
消
耗
さ
せ
、
壊
滅
に
追
い
込
む

戦
い
方
だ
。

　

こ
の
作
品
で
連
合
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
主
張
を
実
現
さ
せ

る
と
、
ど
ん
な
結
果
を
招
く
だ
ろ
う
。
ユ
ニ
ッ
ト
を
大
胆
に
前
進
さ
せ
る
度
に

ド
イ
ツ
軍
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
総
統
命
令
攻
勢
を
発
動
。
包
囲
攻
撃
を
行
い
こ
れ
を

壊
滅
さ
せ
て
ゆ
く
。
逐
次
投
入
各
個
撃
破
の
か
た
ち
に
な
り
、
連
合
軍
は
多
く

の
戦
力
を
失
い
攻
勢
の
維
持
が
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
作
戦
も
そ
う
だ
。
都
市
と
要
塞
、
山
地
以
外
マ
ッ
プ

の
ど
こ
に
で
も
投
入
で
き
使
い
勝
手
の
よ
い
連
合
軍
空
挺
軍
団
だ
が
、
ド
イ
ツ

軍
の
戦
線
深
く
降
下
し
た
途
端
に
総
統
命
令
攻
勢
で
壊
滅
の
憂
き
目
に
遭
う
可

能
性
は
非
常
に
高
い
。
総
統
命
令
攻
勢
が
使
い
切
ら
れ
た
時
こ
そ
空
挺
作
戦
は

切
り
札
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
ア
イ
ク
の
慎
重
な
前
進
が
妥
当
な
の
だ
。
タ
イ
ト
ル
に
“
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
ズ
”
と
謳
わ
れ
る
と
お
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
戦
い
方
を
よ
し
と

し
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
焦
り
過
ぎ
を
諫
め
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ

EWのマップ。連合軍は必須港湾確保数を考慮して作戦を立てなければならない。歴史的侵攻シナリオ、仮想侵攻シナリオどちら
の場合も、第2次上陸での戦果を合わせて第4ターンでの確保数10を達成する作戦を立案する必要がある。第2次上陸でアドリア
海に上陸すればイタリアのドイツ軍を補給切れで一気に壊滅させ、南からドイツを攻略することができるが、必須港湾確保数10を
達成するのが極めて困難。史実通り南フランスから上陸するか、裏をかいてベルギーやカレー地区に上陸するか……。
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ナ
ー
の
歴
史
に
対
す
る
意
見
と
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。

＊

　

さ
て
『
Ｅ
Ｗ
』
に
は
、
マ
ガ
ジ
ン
ゲ
ー
ム
故
の
粗
削
り
な
点
が
な
い
訳
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
よ
り
よ
い
プ
レ
イ
に
向
け
た
改
正
案
を
い
く
つ
か
提
示
し
て

み
た
い
。

◆
勝
利
条
件
の
１
つ
に
、
連
合
軍
は
占
領
し
た
都
市
を
奪
回
さ
れ
る
と
サ
ド
ン

デ
ス
で
敗
北
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
な
い
方
が
よ
い
。
ド
イ
ツ
軍
に

総
統
命
令
攻
勢
を
連
発
さ
れ
れ
ば
、
防
ぐ
の
は
難
し
い
。
こ
れ
が
あ
る
と
ド

イ
ツ
軍
必
勝
に
限
り
な
く
近
い
作
品
と
な
る
。

◆
次
に
、
そ
の
総
統
命
令
攻
勢
。
ゲ
ー
ム
全
体
を
通
し
て
５
回
（
第
１
タ
ー
ン

中
は
禁
止
）
と
い
う
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
１
つ
の
タ
ー
ン
中
で
の
発
動
回

数
に
制
限
は
な
い
。
し
か
し
連
合
軍
が
不
安
定
な
序
盤
に
５
回
も
連
発
さ
れ

る
と
、
効
果
が
強
す
ぎ
て
ゲ
ー
ム
が
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
軍
の
勝
利
す
る
ベ
ス
ト
の
手
段
と
な
り
、
作
品
意
図

が
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
し
ま
う
。

	

　

そ
こ
で
、
１
つ
の
タ
ー
ン
中
の
発
動
回
数
制
限
を
次
の
よ
う
に
設
け
て
は

ど
う
か
と
考
え
た
。

	

　

第
２
タ
ー
ン
中
は
１
回
、
第
３
タ
ー
ン
中
は
２
回
ま
で
…
…
第
６
タ
ー
ン

（
ち
ょ
う
ど
バ
ル
ジ
の
時
期
だ
）
以
降
は
５
回
ま
で
。
と
、
漸
次
上
限
を
増

や
し
て
ゆ
く
。
い
つ
発
動
す
る
か
の
ジ
レ
ン
マ
と
、
反
撃
の
適
度
な
柔
軟
性

と
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
何
よ
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
立
案
と
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
ク
の

面
白
さ
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
上
陸
作
戦
の
自
由
度
か
ら
リ
プ
レ
イ
ア
ビ
リ

テ
ィ
も
高
い
。
毎
回
違
う
戦
略
の
駆
け
引
き
、作
戦
の
駆
け
引
き
を
楽
し
め
る
。

　

野
蛮
で
気
紛
れ
な
の
に
、
繊
細
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
ん
な
持
ち
味
が
愛
く

る
し
い
。

　『アイゼンハワーズ・ウォー』のルールは概ね明瞭ですが、解釈が分かれそうな箇所があったた
め、デザイナーに直接質問しました。以下はその回答です。

Q. 連合軍が必須港湾確保数を支配できず、しかし勝利条件のV-1全基地を支配した場合、どち
らが勝利するのか？

A. 連合軍の敗北（ドイツ軍の勝利）になります。

Q. 第2次上陸を第3ターンに行う時、第4ターンに登場予定の増援を使っても構わないか？
A. できません。※第3ターンだけの戦力では上陸が困難と思われるので、実質的に第2次上陸

は第4ターンに行うことになります。

Q. 連合軍が空軍力を都市に対して使用するとその都市は消滅するが、同じヘクスにある港湾も
存在しないことになるのか？

A. その通りです。※必須港湾確保数にも影響するので注意が必要です。

Q. ドイツ軍のイタリア増援はEZOCに登場できないが、それ以外の一般の増援はEZOCに登
場できるのか？

A. 登場可能です。
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フィンランド
U&Pゲームズ

ウォーゲーム出版社はアメリカ以外の国にもたくさんあります !!　各国で出版された作品を紹介していきます。

　U&P ゲームズはウォーゲームよりサッカー・
シミュレイション『FUBA』のメーカーとし
て有名かもしれません。『このシミュゲがすご
い！』で堀場亙氏が絶賛した作品です。
　ウォーゲームとしては 200 周年に合わせて
出版した『ワーテルロー 1815』と、100 周
年に合わせた『ヘルシンキ 1918』の 2 作をリ
リースしています。
　『ヘルシンキ 1918』はフィンランド内戦に
介入したドイツ軍によるヘルシンキ解放をテー
マにしたシミュレイション。それまで劣勢だっ
た白衛軍ですが、ドイツ軍の市内突入に呼応し
て活動を開始します。対する赤衛軍はヘルシン
キで時間稼ぎをして西方軍を撤退させるつもり
でした。
　ゲーム・システムは主導権とコマンド・コン
トロールを重視した内容。ダイスを振って主導
権判定を行い、主導権を取ったプレイヤーはコ
マンド・ポイントを使って移動や攻撃といった
命令を実行します。行える命令は各軍によって
異なり、例えば赤衛軍なら自軍の戦意高揚を
行ったり（ヘルシンキが捨て石にされたため戦
意が上がりませんでした）、白衛軍の寝込みを

襲ったり（戦力化する前にアパートメントに潜
伏中の白衛軍を狩り出します）。ドイツ軍なら
支援カードを入手する、白衛軍なら遊撃隊を編
制したり、遊撃隊を軍隊に格上げしたりします。
各軍の特性に応じて最適の命令を実行する必要
があります。
　市街戦だけではなく周辺の戦いがゲームに影
響を与えます。ティックリラの町をめぐる戦い
をどう進めるか、あるいはドイツ軍のモイラー
支隊がいつ上陸するかといった要素があるた
め、両軍プレイヤーは多面的に状況を判断する
必要に迫られます。
　本作はドイツ軍・白衛軍対赤衛軍の 2 人で
も楽しめますが、ベストはやはり 3 人プレイ。
戦後の発言力を得ようと白衛軍がドイツ軍に
とって迷惑なほど頑張ってしまうと、そこを赤
衛軍に衝かれ、事態の収拾のためにドイツ軍が
いらぬ労力を払うことになるなど、状況が混乱
していきます。そうしたゲーム展開の機微や、

「そんな歴史の可能性もあったのね」と気づか
せてくれるイベント・カードの内容には「さす
がご当地のゲーム」と膝を打つこと間違いない
でしょう。

ヘルシンキ1815
（当店価格: 6,000円＋税）

　ソフトスリーブにマップ2枚とカード、木製の駒が
インサートされ、ヒストリカル・ノートとプレイの例が
印刷された厚手のパンフレットで蓋をするという独特
のコンポーネント。
　ユニットは部隊（中隊規模）と司令部の2種類が
あり、司令部はヘクスの頂点に置かれ、そこに接す
るヘクス内にいる部隊を指揮下に収める。指揮下に
いない部隊は行動が大幅に制限されるため、常に連
絡線を意識して戦わなければならない。
　カードには戦術サポートを表すものと、当時起こ
り得た様々な歴史的可能性（例えばフィンランド湾
の海岸砲台がサボタージュで破壊されなかったら？
など）を再現するものとがある。
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今
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
１
９
６
８
年
か
ら

１
９
６
９
年
に
か
け
て
、「
東
大
紛
争
」
と
今
に

伝
わ
る
東
京
大
学
に
お
け
る
権
力
と
過
激
派
の

戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。『
東
大
紛
争
１
９
６
８
─

１
９
６
９
』
は
、
こ
の
事
件
を
題
材
と
し
た
ボ
ー

ド
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
で
す
。
扱
う
時
期
は
、
東
大
全

共
闘
が
結
成
さ
れ
た
１
９
６
８
年
７
月
か
ら
「
東

大
安
田
講
堂
事
件
」
が
起
き
た
１
９
６
９
年
１
月

ま
で
の
ほ
ぼ
半
年
間
で
、勢
力
と
し
て
〝
体
制
側
〟

の
「
警
察
」「
大
学
・
文
部
省
」
と
、
反
体
制
側

の
「
民
青
・
あ
の
政
党
」「
全
共
闘
」
が
登
場
し

ま
す
。

　
史
実
の
東
大
紛
争
の
よ
う
に
、
利
害
関
係
が
複

雑
に
絡
み
合
う
複
数
の
勢
力
に
お
け
る
争
い
の
再

現
に
最
も
適
し
て
い
る
の
が
Ｇ
Ｍ
Ｔ
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
」
シ
ス
テ
ム
で
す
。
Ｇ
Ｍ
Ｔ
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
シ

ス
テ
ム
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の

「
非
対
称
戦
」
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
日
本
で
も

幕
末
日
本
で
新
撰
組
と
会
津
藩
、
長
州
藩
と
勤
王

志
士
が
争
う『
幕
末
京
都
騒
乱
』（
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ー

ナ
ル
61
号
付
録
）
が
あ
り
ま
す
。

　
『
東
大
紛
争
１
９
６
８
─
１
９
６
９
』
は
、
こ

の
『
幕
末
京
都
騒
乱
』
を
ベ
ー
ス
に
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
ま
す
。
実
を
い
う
と
制
作
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ー
ナ
ル
61
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
『
幕
末
京
都
騒
乱
』
の
紹
介
コ
ミ
ッ

ク
の
１
シ
ー
ン
「
過
激
派
の
格
好
を
し
た
勤
王
志

士
」と「
機
動
隊
の
格
好
を
し
た
見
廻
組
」で
し
た
。

過
激
派
と
治
安
部
隊
＝
機
動
隊
の
戦
い
と
い
っ
た

ら
「
東
大
紛
争
」
で
す
。
し
か
し
微
妙
な
問
題
が

満
載
（
特
に
新
左
翼
団
体
関
連
）
で
企
業
が
商
業

ベ
ー
ス
で
流
通
さ
せ
る
の
は
難
し
い
テ
ー
マ
で

す
。
そ
れ
で
も
身
軽
な
同
人
レ
ー
ベ
ル
な
ら
（
目

立
た
な
い
お
か
げ
で
）
デ
リ
ケ
ー
ト
な
テ
ー
マ
に

も
挑
戦
で
き
ま
す
。
お
お
、
こ
れ
ぞ
同
人
ウ
ォ
ー

ゲ
ー
ム
の
存
在
理
由
。

　
登
場
す
る
４
つ
の
勢
力
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
が
異

な
る
だ
け
で
な
く
、
体
制
派
同
士
、
反
体
制
派
同

士
で
も
対
立
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
エ
リ
ア
を
支

配
し
た
い
警
察
で
す
が
、
主
力
の
機
動
隊
を
東
京

大
学
エ
リ
ア
に
移
動
で
き
ま
せ
ん
。
機
動
隊
を
東

京
大
学
に
移
動
で
き
る
の
は
大
学
・
文
部
省
プ
レ

イ
ヤ
ー
だ
け
な
の
で
す
。
し
か
し
、
東
京
大
学
エ

リ
ア
に
警
察
権
力
が
立
ち
入
る
と
反
体
制
派
の
支

持
が
上
が
っ
て
民
青
・
あ
の
政
党
を
利
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
東
京
大
学
を
教
授
会
で
押

さ
え
た
上
で
体
制
側
の
支
持
を
高
め
た
い
大
学
・

文
部
省
に
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。

　
全
共
闘
と
民
青
・
あ
の
政
党
も
〝
史
実
同
様
〟

に
対
立
し
ま
す
。
全
共
闘
は
エ
リ
ア
か
ら
活
動
資

金
を
得
ま
す
（
強
制
カ
ン
パ
的
な
何
か
）
が
、
そ

れ
は
反
体
制
の
支
持
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
京
大
学
エ
リ
ア
に
お
け
る
全
共
闘
ア

ジ
ト
の
増
殖
は
共
産
党
政
治
部
シ
ン
パ
で
東
京
大

学
を
支
配
し
た
上
で
反
体
制
の
支
持
を
高
め
た
い

民
青
・
あ
の
政
党
の
勝
利
を
阻
害
し
ま
す
。
こ
う

不満と怒りを抱える
全ての者たちに呼びかける！

同人だから出せた！『東大紛争 1968−1969』で［権力｜過激派］と闘争せよ！

炎瓶を投げ合うウォーゲームですか？」と質問を受けましたが、『東大紛争 1968−1969』は、もう少し広い範囲を扱う「COIN
システムによる戦略級ボードウォーゲーム」です。ちなみに、機動隊と過激派が催涙ガスや火炎瓶を投げあうウォーゲームはゲー
ムマーケット2018秋で発表する予定

ジブセイルゲームズ 長浜和也
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し
て
、
民
青
と
全
共
闘
は
相
手
を
排
除
す
る
た
め

に
激
し
い
内
ゲ
バ
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
と
同
様
、
こ
の
ゲ
ー
ム
で

も
カ
ー
ド
を
使
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
日
本

人
に
、カ
ー
ド
に
指
示
さ
れ
た
「
イ
ベ
ン
ト
」（
実

際
に
あ
っ
た
事
件
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
元
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
勢
力
に
対
し
て
有
利
不
利
に
影
響
す
る
）

と
い
う
〝
時
代
の
流
れ
〟
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
、
複

雑
怪
奇
な
東
大
紛
争
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
と
思
い
ま
す
。

左: 「東大紛争」と聞くと「安田講堂と放水と催涙ガス
弾と火炎瓶とバリケードと」という光景が印象的で、多
くの人から「これって機動隊と過激派が催涙ガスや火

左: マップは東京大学を中心とした東京都区の北西部
をカバーしていて、そこを「東京大学」「神保町・法
政大学日本大学」「神田・」などのエリアと「警視庁」「あ
の政党本部」などのボックスに分けています

下右: 東京大学エリアには学部ごとにボックスを用
意している。警察以外の勢力はこの学部ボックスを
最も多く確保することも勝利条件の1つになってい
ます

左: 警察勢力には「公安」「機動隊」が、大学・文部省勢力には「教
授会」「当局職員」が、民青・あの政党には「民青（実質的にあか
つき行動隊）」「組合」「政治部」が、全共闘には「アジト」「全共
闘」がユニットとして登場します。ちなみに「あの政党」とは日本
共産党＝日共のこと。そして、民青こと「日本民主青年同盟」は日
共が支援する青年活動団体です。また、全共闘こと「全学共闘会
議」は、学生の自発的活動団体として発生しますが、その実態は「日
共に反発する左翼過激派組織＝新左翼」が合流した過激派でした
上中: 小説や映画で有名となった「警備一課長」に、紛争解決の
分かれ目となった「総長代行」、東大紛争で時の人となった「東大
全共闘議長」、そして、評論家小説家として知られる「あかつき行
動隊隊長」などなど、特別な効力を発揮する「個人」もユニットと
して登場します

左: COINシステムは「行動優先権」と「イベント」を記載したカードを使っ
てゲームを進めます。イベントには東大紛争に関連した事件やエピソー
ドを用意して、それぞれの勢力で有利不利に影響する内容が書いてあ
り、そのイベントの実施と行動優先権（1枚のカード＝1ターンで行動
できるのは2つの勢力だけ。ただし、行動すると次のカードで行動でき
なくなる）を巡った駆け引きがゲームではとても重要になります
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ムの経験がほぼないといえる2人が
ご主人の依頼とはいえほとんどイヤ
な顔も見せず初見でプレイまでこぎ
つけようとする様子は、レビュー内
容以上に非常に興味深いものがあり

ます。かなり尺の長い撮影だった様
子で終盤の片付け（笑）からまとめ
では少々お疲れのご様子でしたが、
最後までよく付き合ってくれた2人
に、エンドクレジットでは拍手パチ

パチものでした。
　内容もさることながら、こういう
観ていてホッコリするレビュー動画
もたまにはよいのではないでしょう
か。

日本のウォーゲーム・シーンではあまり馴染
みのない動画によるゲーム紹介ですが、海
外に目を向けると様々な動画がアップロー
ドされています。その中でも個性的なおす
すめのチャンネルを紹介していきたいと思
います。

第4回: The Players Aidチャンネル

倉元栄一
ジャンル度（カバーするゲームの種類）: ★★★
ディープ度（どれだけ掘り下げているか）: ★★
マニアック度（扱うゲームのレアさ）: ★★
凝り度（動画の制作にどれだけ凝っているか）: ★★★★
総合オススメ度: 3.3/5.0

国産ゲームの英語ローカライズ版の開封動画も!

どちらか一方の氏が奥さんにインストしながらレビューするスタイルも最
近の比較的定番となっています。

彼らがイベントへ出かけていって行う"デザイナーへのインタビュー "系も
このチャンネルの特徴です。

さらになんと双方の奥さん同士で『Eindhoven Bridge』（VPG）をレ
ビューしてもらうという前代未聞の企画。

同名のブログも開設
https://theplayersaid.com/
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　ウォーゲームはどちらかというと“静”のメディア
で、文章や写真が主な評論媒体となっています。
　しかし、一部には動画を中心としてよりライブ感の
ある評論手段として使われているゲーマーさんたちが

（特に海外に多く）いらっしゃいます。
　動画での発信と一口に言っても着荷／開封の儀系に
始まり、レビュー系、ライブプレイ系、プレイログ系、
カウントダウン系、フォーラム系といったいろいろな
切り口があるわけで、その見方、楽しみ方も様々。
　言語という大きな問題もあるのですが、そこはそこ、
冷静に聞けば非常にゆっくりとわかりやすく喋ってく
ださる方もいたり、わからなくても動いている画でな
んとなく伝わることもありますし、筆者のようにソロ

プレイしたりなにかしている際のBGV的に流すだけ、
という楽しみ方もありなのです。
　また視聴してみると意外に「!!!」となるレアなタイ
トルが取り上げられてたりして新鮮な発見があったり
と、思わぬところでゲームプレイのモチベーションを
高めてくれることもあります。
　ここでは普段動画は見ないよ、という方にも新しい
視点でのゲームの楽しみ方を紹介するという意味で、
YouTubeやニコニコ動画などで魅力的な発信を行わ
れている投稿者さんを勝手に取り上げていこうと思い
ます。
　リンクも掲載しますので、むむっと思われた方は、
ぜひ一度観てみてください。

　今回紹介するのはちょっと“イ
ン テ リ や さ 男”風 のAlexander氏
と“がっちり体育会系オヤジ”風の
Grant氏というパッと見は対象的な
二人によるゲーム開封/レビューを
中心とした動画を配信しているThe 
Players Aidチャンネル(以下TPA)
です。
　2016年5月にスタートと比較的
新しい本チャンネルですが、当時は
まだ純粋な開封動画のみで撮影もお
子さん?　が横で遊んでいるダイニ
ングでそのまま手持ちカメラを回
す、といったスタイルで凝った編集
も特になく、レビュワーも顔を出し
ていないといった構成でした。冒
頭で紹介したようなAlexander氏と
Grant氏がメインで顔出しレビュー
するスタイルが始まったのはチャン
ネル開設から1年ほどしてからとな
ります。ブログの方を見ていただく
とわかるように非ウォーゲーム担当
のTimさんという方がいたようです
が、現在は動画に登場することもな

く、ブログも更新が止まっており、
非アクティブな状態となっていま
す。またそれに伴ってか、開設2年
目からは両氏によるご家族とのファ
ミリーゲームタイトルの回もまれに
あるものの主軸はウォーゲームとな
りチャンネルタイトルやロゴマーク
も現在の物に変わったようです。
　 さ て 実 質 的 にAlexander氏 と
Grant氏の2人による動画チャンネ
ルとなっているTPAですが、動画
の種類としては稀にチュートリアル
系があるものの、大半は開封系とレ
ビュー系、イベント等でのデザイ
ナーへのインタビュー系が中心と
なっています。取り上げるゲームも
カード、ボード、ミニチュアといっ
たコンポーネントや、年代、ジャン
ル、ソロからマルチまで、また現在
では入手困難なタイトルも時々レ
ビューされていますので、特にこだ
わりや縛りはなく様々なものが取り
上げられているようです。
 大半を占める2人でのレビューは、

やはり1人のレビューと違って会話
しながらのレビューとなりますの
で、異なった見方や会話の中からシ
ナジー効果により新しい見解が生ま
れたりすることがありこれがTPAの
レビューの"色"だと思います。
　そんな中、TPAならではの企画
として、両氏だけでなく両氏の奥様
が登場してそれぞれご夫妻でウォー
ゲームのインストプレイやレビュー
を行うというものがあります。それ
ぞれの奥様はボード／ウォーゲーム
を嗜んでいるようには見えず（少
なくともウォーゲームは）、ウォー
ゲーム初心者へのインストよりもか
なりハードルが高いシチュエーショ
ンだと思いますが、それなりにプレ
イ／レビューを成立させているのは
素晴らしいです。これに味を占めた
のか、さらには調子にのった（?）
両氏は、奥方同士"だけ"で初見の

『Eindhoven Bridge』（VPG）をレ
ビューさせるというチャレンジャー
な企画も行っています。ウォーゲー

デザイナー、ワイフ……
使えるのものはなんでも使うよ !



22BANZAI MAGAZINE: SUMMER 2018

　

か
つ
て
『
ツ
シ
マ
』
の
タ
イ
ト
ル
で
Ｓ
＆
Ｔ
誌

の
付
録
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
、
精
密
海
戦
ゲ
ー
ム
が

『
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
』
の
名
で
リ
メ
イ
ク
さ
れ
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
は
『
ア
イ
ア
ン
ボ
ト
ム
・

サ
ウ
ン
ド
Ⅲ
』（
国
際
通
信
社
、
15
年
）
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
が
移
動
の
プ
ロ
ッ
ト
は
な
し
。
そ
れ
で

も
砲
撃
と
損
害
記
録
は
同
じ
手
順
を
踏
む
の
で
、

大
艦
隊
が
激
突
す
る
日
本
海
海
戦
シ
ナ
リ
オ
を
プ

レ
イ
す
る
の
は
相
応
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ

こ
で
『
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
』
で
は
、
短
時
間
で
終
わ
る
蔚

山
沖
海
戦
や
仮
想
戦
シ
ナ
リ
オ
を
追
加
し
て
遊
び

や
す
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
両
軍
に
様
々
な
仮
想

艦
が
登
場
し
、
ホ
ワ
ッ
ト
・
イ
フ
？　

を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
艦
艇
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
８
０
０
０
分

の
１
ス
ケ
ー
ル
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
戦
艦
よ
り

も
大
き
い
防
護
巡
洋
艦
や
小
さ
す
ぎ
て
形
状
把
握

が
困
難
な
水
雷
艇
、
ほ
と
ん
ど
帆
船
の
巡
洋
艦
な

ど
、
様
々
な
艦
型
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

発
売
は
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

上: お馴染みのデザインの艦船ユ
ニット。裏面は漢字とカタカナ表
記になっている。
左: 損害記録シートは左のような
デザイン。前ドレッドノート型戦艦
が多数登場するので、砲塔レイアウ
トも個性的。
下: こちらもお馴染みの砲撃表（英
語版）。まず命中数を決め、命中し
た数だけ砲の口径／目標の装甲に
応じたチャートを用いて損害を判
定する。
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WORK IN PROGRESS

　

平
成
最
後
の
Ｓ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

発
売
予
定
な
の
が
『
３
０
０:	

ギ
リ
シ

ア
・
ペ
ル
シ
ア
戦
争
』
で
す
。
紀
元
前

４
９
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
ペ
ル
シ
ア
帝

国
に
よ
る
ギ
リ
シ
ア
侵
攻
を
再
現
す
る

戦
略
級
ゲ
ー
ム
。
映
画
『
３
０
０
』
や

塩
野
七
生
『
ギ
リ
シ
ア
人
の
物
語
』
な

ど
で
親
し
ん
で
い
る
方
も
多
い
と
思
わ

れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

ア
テ
ナ
イ
と
ス
パ
ル
タ
を
中
心
と
す

る
ギ
リ
シ
ア
が
、
圧
倒
的
に
強
大
な
ペ

ル
シ
ア
に
対
し
て
ど
う
立
ち
向
か
う
の

か
。
非
対
称
な
軍
隊
の
特
性
を
生
か
し

て
い
か
に
主
導
権
を
得
る
の
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ペ

ル
シ
ア
戦
争
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た

レ
オ
ニ
ダ
ス
な
ど
の

人
物
や
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
は
カ
ー
ド
で
再
現
さ
れ
ま
す
。

　

今
作
で
は
シ
リ
ー
ズ
初
の
試
み
と
し
て
厚
紙
製

の
駒
で
は
な
く
、
木
製
の
キ
ュ
ー
ブ
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
（
写
真
の
駒
は
テ
ス
ト
プ
レ
イ
用
の
も

の
で
商
品
と
は
異
な
り
ま
す
）。

　

ル
ー
ル
の
負
荷
を
小
さ
く
し
て
プ
レ
イ
に
没
頭

で
き
る
ゲ
ー
ム
を
意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品

で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
も
、
ま
た

古
代
戦
に
こ
れ
ま
で
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
方

に
も
楽
し
め
る
内
容
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ここで取り上げたゲームは「小さなウォーゲーム屋」で取り扱い予定です。
http://petitslg.shop-pro.jp/ にアクセスして最新情報をチェック !!

ボンサイSSシリーズ第5弾

『上海』『モスクワ』『大東亜』『日露』ときて、
第5弾は意外にも古代戦。ゲームマーケット
2018秋に先駆けてショップで販売予定です。

上: ゲーム・システムはいわゆる
カード・ドリブン。限られた生産力
で陸軍、海軍、カードを効率よく手
に入れる必要がある。
下: 非ボードゲーマーを交えての
テストプレイでルールの負荷チェッ
ク。入門者もストレスなくプレイで
きそう。
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